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はじめに 

 

本年度は新型コロナウイルス感染症の位置付けがインフルエンザと同じ５類へと移

行し、学校生活はコロナ禍前の日常に戻りつつあります。一方、国の GIGAスクール構

想によって配備された１人１台タブレット端末は、コロナ禍で必要に迫られた利用場面

から日常の学校生活での活用が進んできました。このような学校現場における大きな変

化の中にあって、ICT の活用について教育センターとしてどうすれば学校の役に立てる

のか、常に悩みながら研究を進めてきたところです。 
 

昨年度、当センターでは、ICTの効果的な活用によって、どのように主体的・対話的

で深い学びを実現し、子どもたちの資質・能力を伸ばすことができるのかをテーマに、

協力学校等の実践をもとに研究を進め、「ICTの効果的な活用による『主体的・対話的で

深い学び』の実現に向けた調査研究～１人１台端末環境での授業づくり」の研究報告書

を上梓しました。 
 

しかしながら、文部科学省の「学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果」

からは、配備された端末の活用が思うように進んでいない現状が見えてきました。また

当センター実施の「学校支援に関するアンケート」からは、学校が実際に端末を利用す

る際の様々な課題を抱え、その運用に戸惑いや悩みを抱えている姿が見えてきました。 
 

そこで、本年度は、児童生徒が教師の指示で ICTを使用するのではなく、児童生徒自

らが ICT の使い方を選び、主体的に活用している姿の実現を目指して研究を進めまし

た。研究に協力いただいた学校では、目指す子どもたちの姿を具体的にイメージし、様々

な取組が試行錯誤しながら行われており、ICTの活用に対する期待の高さを感じられま

した。そして、我々も学校と一緒に検討することによって、研究の幅を広げることがで

きました。詳しくは本報告書をお読みいただき、各学校における実践のヒントにしてい

ただければ幸いです。 
 

当センターでは、指導主事が直接学校に出向き、ICTの効果的な活用等について一緒

に考えるなど、一層の学校支援に努めてまいりますので、どうぞご相談ください。 

最後になりましたが、研究に協力してくださった、小豆島町立苗羽小学校、多度津町

立多度津小学校、三豊市立山本小学校、観音寺市立高室小学校、直島町立直島中学校、

善通寺市立東中学校、香川県立香川中部支援学校の校⾧先生をはじめ教職員の皆様に深

く感謝申し上げます。 
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所⾧  藪内 康則  
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第１章 研究の概要
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第１節 研究の目的 

令和５年度は、研究テーマを「児童生徒が

主体的にICTを活用して取り組む学習の充実

に向けた調査研究」として、学校現場におけ

るICT活用推進の取組場面や方法について提

案し、県内各学校の活用推進を支援しました。 

 

■１ 背景 

平成 29（ 2017）年３月に、小学校学習指導

要領と中学校学習指導要領が、平成 30（ 2018）

年３月には、高等学校学習指導要領が告示さ

れました。学習指導要領解説 総則編におい

ては、情報活用能力は、言語能力や問題発見・

解決能力と同様に、学習の基盤となる資質・

能力として位置付けられています。 

社会全体のデジタル化が推進される中、学

校現場においても、GIGAスクール構想によ

り、児童生徒１人１台タブレット端末環境が

整備され、ICT環境を最大限に活用して学び

 の保障）を進めることが求められています。 

香川県教育センターでは、このような社会

状況に合わせ、これまでも以下のような調査

研究を進めてまいりました。 

 

· １人１台端末＋ネットワークで学びを変

える 令和２年度） 

· ICTの効果的な活用による「主体的・対話

的で深い学び」の実現に向けた調査研究

 令和３年度） 令和４年度） 

 

■２ 本県の ICTにかかわる状況 

(１) 授業に ICTを活用して指導する能力 

次のグラフ（ 図１）は、文部科学省実施の

「学校における教育の情報化の実態等に関

する調査」の調査項目「Ｂ 授業に ICTを活

用して指導する能力」に、（「できる、または、

ややできる」と回答した香川県の教員の割合

です。 

  
図１ 授業に ICT を活用して指導する能力の状況 

「学校における教育の情報化の実態等に関する

調査結果」（文部科学省） 

 

全体としては、令和２年度から３年度にか

けて、「できる、または、ややできる」と回答

した教員の割合が小・中学校において向上し

ているものの、全国での順位や、香川県教育

基本計画 令和３年 10 月策定、令和３年度

～７年度）の数値目標４ ①‒４「授業中に

ICT を活用して指導することができる教員

の割合」が 100%であることに着目すると、

さらに推進していく必要があると言えます。 

 
香川県教育基本計画 
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(２) 授業における ICTの活用状況 

香川県教育センター実施「学校支援に関す

るアンケート」の「タブレット端末の利用状

況について、授業で活用している教員の割合

はどのくらいですか」の質問 図２）や文部

科学省実施「全国学力・学習状況調査 児童

生徒質問紙」の（「５年生まで １,２年生のと

き）に受けた授業で、PC（・タブレットなどの

ICT機器を、どの程度使用しましたか。」の質

問（ 図３）においても、活用推進状況に課題

があると言えます。 

 
図２ 授業でタブレット端末を活用している教員

の割合「学校支援に関するアンケート」（香川県

教育センター） 

 

 
図３ ５年生まで（１,２年生のとき）に受けた授

業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの

程度使用しましたか。 「令和 4 年度 全国学力・学

習状況調査 児童生徒質問紙」（文部科学省） 

 

■３ 目指す児童生徒の姿 

香川県教育センターでは、ICTの活用が日

常的なものになると、児童生徒が自分自身の

学びの状況をとらえ、自ら学びを進めていく

ために必要なタイミングで ICT を取捨選択

し主体的に活用している姿になるのではな

いのかという考えのもと ICT の活用を推進

してきました。ICTが、教師の指示で使用す

る教具のようなものではなく、鉛筆やハサミ

などの文具のように自らの意思で選択して

使用するようになるのが、望ましい姿である

と考えています。 

一方で、ICTは鉛筆やはさみとは違う ICT

ならではの特徴がありますから、授業改善に

つながる特別な役割をもった文具であると

とらえています。 

第２節 研究の内容と方法 

上記のような姿になるためには、まず、教

師が ICTの強みを知り、授業のねらいに合わ

せて活用することが重要です。教師による活

用が進むと、児童生徒も ICTの強みや便利さ

を実感し、自分の学びのために取捨選択し、

日常的な活用につながっていくと考えます。

そこで、香川県教育センター協力学校、研修

サポート事業等で訪問した県内の学校での

実践をもとに、教師が知っておくべき ICTの

強みや身に付けておくべきスキル、児童生徒

に習得させたいスキルついて整理し、具体的

な事例を踏まえながら提案します。 
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第２章 学びの充実に向かう、わたしのICT活用
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目指す児童生徒の姿を求めて 

 

本調査研究（ 児童生徒が主体的に ICTを活

用して取り組む学習の充実に向けた調査研

究）で目指す児童生徒の姿を以下のように設

定し、研究を進めてきました。 

 

児童生徒が自分自身の学びの状況をとら

え、自ら学びを進めていくために必要なタ

イミングで ICTを取捨選択し、主体的に活

用している 

 

児童生徒が自分自身の学びの状況をとら

えるとは、自分自身の実態や学びの時々での

学びの状況について根拠をもち、客観性をも

って理解しているということです。根拠をも

ち、客観性をもって理解するために、データ

を分析したり、自分の動画を見たり、音声を

聞いたり等が簡単にできることで、ICTの活

用が有効な手立てとなることが多くありま

す。 

自ら学びを進めていくとは、児童生徒が、

自分は何ができていて何が不足しているの

か、何が必要なのかといった自分の学びの状

況をとらえ、ベストな学び方を選択しながら

自らの課題を追究していくということです。

まずは、その方向に向かう授業づくりを目指

したいと考えています。 

児童生徒が必要なタイミングで ICT を取

捨選択し、主体的に活用するためには、児童

生徒が ICTの操作ができ、その利点を実感で

きていることが基盤となります。また、教師

も児童生徒自身が ICTを（「文具」として自由

な発想で活用できるよう環境を整えるとと

もに、授業等で ICTを効果的に活用できるよ

う ICT 活用指導力の一層の向上を図ること

が求められます。 

以上のような考えに基づき、本章を次のよ

うに構成しました。 

本章の構成 

 

第１節  児童生徒が必要なタイミングで

ICTを取捨選択し、主体的に活用するための

基盤づくりに向けて、学びを支える３本柱 

 教師のスキルアップ 

 児童生徒のスキルアップ 

 端末の運用管理 

を、協力学校の効果が見られた実践事例も紹

介しながら取り上げています。なお、（「端末の

運用管理」については、今後の各校での実施

を考え、端末の持ち帰りに関する運用管理に

ついて述べています。 

 

第２節 協力学校の授業実践事例 １～８）

について、各学校の授業づくりの参考となる

よう、何を、どのように、どんな順番で活用

したかについて、具体的に記述しました。情

報モラル教育が取り入れられるものについ

ては＜情報モラル教育の視点から＞の項目

に追記しています。 

 

自分自身の学びの状況をとらえる 

１ 自分の課題を動画で発見 

２ 動画を振り返り自分の頑張りを実感 

３ 自己調整しデジタル教科書で学ぶ 

４ 学びを知る振り返りシートの配付・

回収 

自ら学びを進めていく 

５ 瞬時の資料配付で高まる学び 

６ 自分の考えを自分なりの方法で入力 

７ 効果的な遠隔授業を作る機器の活用 

８ デジタル化による演習時間の確保と

効果 

 

最後に、事例をもとに、分析したりまとめ

たりしながら再認識できたことや新たに気

付いたこと、今後考えていく必要があること

等について、「考察」として記載しました。  
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第１節 ICTを活用した学びを支える３本柱 

■１ 教師のスキルアップ 

児童生徒の ICTを活用した学びを支えるためには、教師自身のスキルアップは欠かせません。

文部科学省は、教師に求められる ICT を活用する能力について、下記の項目で調査を実施して

います。 

 教師に求められる ICTを活用する能力 

教員のＩＣＴ活用指導力の状況「教育の情報化の実態等に関する調査」 文部科学省） 

Ａ 教材研究・指導の準備・評価・校務などにＩＣＴを活用する能力 

Ａ１ 教育効果を上げるために，コンピュータやインターネットなどの利用場面を計画して活用する。 

Ａ２ 
授業で使う教材や校務分掌に必要な資料などを集めたり，保護者・地域との連携に必要な情報を発

信したりするためにインターネットなどを活用する。 

Ａ３ 
授業に必要なプリントや提示資料，学級経営や校務分掌に必要な文書や資料などを作成するために

ワープロソフト，表計算ソフトやプレゼンテーションソフトなどを活用する。 

Ａ４ 
学習状況を把握するために児童生徒の作品・レポート・ワークシートなどをコンピュータなどを活

用して記録・整理し，評価に活用する。 

Ｂ 授業にＩＣＴを活用して指導する能力 

Ｂ１ 
児童生徒の興味・関心を高めたり，課題を明確につかませたり，学習内容を的確にまとめさせたり

するために，コンピュータや提示装置などを活用して資料などを効果的に提示する。 

Ｂ２ 
児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり，比較検討させたりするために，コンピ

ュータや提示装置などを活用して児童生徒の意見などを効果的に提示する。 

Ｂ３ 
知識の定着や技能の習熟をねらいとして，学習用ソフトウェアなどを活用して，繰り返し学習する

課題や児童生徒一人一人の理解・習熟の程度に応じた課題などに取り組ませる。 

Ｂ４ 
グループで話し合って考えをまとめたり，協働してレポート・資料・作品などを制作したりするな

どの学習の際に，コンピュータやソフトウェアなどを効果的に活用させる。 

Ｃ 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 

Ｃ１ 
学習活動に必要な，コンピュータなどの基本的な操作技能（文字入力やファイル操作など）を児童

生徒が身に付けることができるように指導する。 

Ｃ２ 
児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して，情報を収集したり，目的に応じた情報

や信頼できる情報を選択したりできるように指導する。 

Ｃ３ 

児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフトなどを活用して，調べたこ

とや自分の考えを整理したり，文章・表・グラフ・図などに分かりやすくまとめたりすることがで

きるように指導する。 

Ｃ４ 
児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるように，コンピュータやソフトウェア

などを活用することを指導する。 

Ｄ 情報活用の基盤となる知識や態度について指導する能力 

Ｄ１ 
児童生徒が情報社会への参画にあたって自らの行動に責任を持ち，相手のことを考え，自他の権利

を尊重して，ルールやマナーを守って情報を集めたり発信したりできるように指導する。 

Ｄ２ 
児童生徒がインターネットなどを利用する際に，反社会的な行為や違法な行為，ネット犯罪などの

危険を適切に回避したり，健康面に留意して適切に利用したりできるように指導する。 

Ｄ３ 
児童生徒が情報セキュリティの基本的な知識を身に付け，パスワードを適切に設定・管理するなど，

コンピュータやインターネットを安全に利用できるように指導する。 

Ｄ４ 
児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付き，学習に活用したり，その仕組みを理

解したりしようとする意欲が育まれるように指導する。 
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ICT活用指導力を付けるためには、どのよ

うな方法が考えられるでしょうか。今後の取

組の参考となるよう、協力学校教員アンケー

ト調査結果と取組例を取り上げます。 

 

 教師の ICT 活用指導力の底上げにつな

がる取組 

①協力学校教員アンケート調査の結果 

○スキルアップにつながったと強く感じる研修

（上位 5 項目）。 

  
図４  「協力学校へのアンケート」 （香川県教育セ

ンター） 

 

○ICT の活用促進に向けた校内研修および研修

体制づくり、市町教育委員会や ICT 支援員と

の協力体制づくりなどで自分にとって効果的

な取組（順不同）。 

・校内の体制づくり ICT支援員を含む） 

…必要な時に即、聞くことができる。 

・学校全体での研修 

…Google Workspace などの基本操作・有

効なアプリの使い方。テーマ 情報モ

ラル教育・プログラミング教育等）に

そった実際の授業の見学 

・効果的な活用事例の紹介 

…学年、教科ごとの提示 

・機材や学習用ソフトウェアの充実 

…タイピングやドリルなどの体験版が校

内で使える。AI型教材「Qubena」の導入 

 

②教師のスキルアップにつながる取組例 

ア 外部講師による教職員全員参加の ICT

活用研修 

 

研修内容は学校により様々ですが、特に重

要なことは、解決したい課題を明確にするこ

とです。アプリやネットワークの特性など基

本的な情報を知ったうえで活用を進めてい

くということは、児童生徒の情報活用能力の

育成やトラブルへの対応という視点で大変

重要です。また ICTの活用やスキルアップの

ためのトレーニングの場合は、どのようなス

キルをどの段階まで伸ばしたいか、という目

標の設定も重要です。教職員が集まって行う

場合は、得意な方とあまり得意でない方のグ

ループや普段交流の少ない教職員同士など

を意識することで、研修を通して対話が生ま

れたり、チーム力を高めたりする効果もあり

ます。 

 

イ 校内の教職員が講師を務める教職員全

員の ICT活用研修 

ICT活用が得意で、積極的に活用している

校内の教職員が講師を務め、研修を実施しま

す。講師役を毎回１人の教職員に任せるので

はなく、校内に ICT活用を推進する組織をつ

くり複数名で講師を担当することで、個々の

負担も減り実施回数を増やすことができま

す。タブレット端末や学習支援ツールの機能

ごとに研修内容を細分化するなどの工夫を

17
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している学校も見られました。 

研修を行う際には、事前に校内でアンケー

トを行い、参加者が ICT活用で困っているこ

とや知りたいことを理解しておくことが重

要です。このような事前アンケートにもアン

ケートフォームやデジタルホワイトボード、

表計算シートの共有といった ICT の強みを

生かすことで、効率化が図れます。 

ICT の研修に限ったことではありません

が、分からないことを抱え込まず、積極的に

質問したり、サポートし合える関係を作った

りすることも、校内研修の１つの役割である

と考えます。 

 

ウ 公開授業に向けての授業研究 

授業の流れにそって実際にタブレット端

末を使用することで、ICTを活用する効果や

学習者に求められる操作スキルを、より実践

的に検討できます。学習のねらいである資

質・能力の育成と照らし合わせながら、ICT

を活用する場面はここでよいか、ICTの強み

を生かした活用法になっているか、入力や操

作に必要な時間と思考に必要な時間のバラ

ンスは最適かなどを協議することがスキル

アップにつながります。 

 
 

エ 学年団や小グループで ICT を活用して

学び合う勉強会 

教職員全員参加による校内研修は実施回

数がどうしても限られます。また、教職員の

経験やスキルの実態により研修したい内容

も異なります。そこで、有効な手立ての一つ

が、学年団や各担当教科の小グループで行う

勉強会です。定期的ではなく必要に応じて行

い、お互いの困りごとや効果的だった実践を

交流して学び合う場を設定します。また ICT

活用が得意な教職員が学年団または担当教

科ごとに集まり実践授業を交流した後、必要

な内容を同じ学年団や担当教科の教職員に

紹介するという取組もあります。こうした勉

強会の日程調整や研修内容の周知にも

Microsoft TeamsやGoogle Classroomなどのツ

ールを活用することで効率化を図ることが

できます。 

 

オ 公開授業後の研究討議 

公開授業後の討議は、授業者自身の視点

 前時の学習と学びの実態とのつながりや

児童生徒の変容等）と授業者以外の視点（ 授

業者の指導の様子や児童生徒の学びの実際

を客観的にとらえる等）の２つの視点がもて

ることで次の指導に生かすことのできる有

意義な討議となります。 

例えば、ICTの活用について、児童生徒の

必要とした場面であったか、ICTの強みが生

かされていたか、使用する時間は足りていた

か等について具体的に検討することができ

ます。また、児童生徒の学習中における ICT

操作の実態や使っての反応を見届けること

ができることから、ICT活用についてのさら

なる課題を見つけたり、教職員ならびに児童

生徒のスキルアップにつなげたりすること

もできます。 

 

さらに討議の際、一人一人の教職員がタブ

レット端末を持参し使用することによって、
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全ての教職員が自分の考えを表出すること

になり、それを共有しながら話し合うことで

討議の内容が深まります。機会があるごとに

ICT を使用することでスキルアップにもな

ります。 

 

ICT を活用した児童生徒の学びを支える

ために、教師として必要となる ICT活用指導

力を、どのように向上させていくかについて

述べてきました。各校の ICTを活用した学び

を支える教師のスキルアップの参考として

ください。 

 

■２ 児童生徒のスキルアップ 

児童生徒が ICT を文具として利用するに

は、その基盤となる ICTを使うスキルを高め

ていくことが大切になります。そこで、児童

生徒に付けたい ICTを活用する能力と、それ

を育てる取組例について述べます。 

 児童生徒に付けたい ICT を活用する能

力 

表１ 協力学校に実施したアンケート項目 

令和３年文部科学省実施情報活用能力調査をも

とに、香川県教育センターで作成 

○キーボードで文字を入力することがで

きる。 

○必要な情報をインターネットで探すこ

とができる。 

○複数の資料を見比べ違いや共通点を探

すことができる。 

○友達の考えを参考にしたり、自分の考え

と比べたりすることができる。 

○発表資料や作品を友達と協力してつく

ることができる。 

○発表するための資料にスライド・図や写

真・表・グラフなどを入れることができ

る。 

○パソコン、タブレットの画面をスクリー

ンや大型テレビなどに映して発表する

ことができる。 

 児童生徒が ICT を活用する能力を育て

る実践例 

「地域教材を生かした総合的な学習」と

「情報スキルの習得・情報モラルの育成」

を一体化した指導 

実践例は、児童が活動の中で ICTを活用し

ながらスキルとして必要なことを身に付け

たり、ICT支援員を効果的に活用して情報の

扱い方を学んだりすることができるという

考え方から行われたものです。もちろん、学

校規模によって取り組み方が変わってはき

ますが、一つの参考例として取り上げます。 

 

事例校では、３～６年において総合的な学

習の時間の実施校時をそろえ、１学期のみ異

学年による縦割りで学習を進めています。こ

うした活動を行う理由として次の２点があ

ります。 

○総合的な学習の時間の探究的な学習の過

程において、効果的に ICT活用能力の育成

を図ることができる。また、情報を扱う場

面も多いということで、情報モラル教育も

合わせて行える。 

○縦割り活動ということで、学年の異なる児

童相互でタブレット端末等の操作を教え

合うことができる。また、ICT支援員が来

校する曜日に総合的な学習の時間を設定

することができ、全ての時間に ICT支援員

が直接児童に指導できる。 
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○取組の実際 

次  活動内容 

1 4/21 町役場商工観光課職員を講

師に招き「持続可能な観光へ

の取組」について話を聞き、

なかよし班ウォークラリー

で見てくる視点を決める。 

2 4/28 なかよし班ウォークラリー

 全校生参加）に行く。 ３コ

ースに分かれて紹介したい

場所を見つける。） 

3 

ア 

5/12 紹介する方法を考える。 

マップづくりの方法を学ぶ。

 発信の方法として２次元

コードを使用した例） 

指導：ICT支援員 

4 

イ 

5/19 ２次元コードで調べたこと

を発信することを確認し、も

っと詳しく調べたいことを

話し合う。 

情報発信する際に写真や動

画を扱う場合の注意点を知

る。指導：ICT支援員 

5 5/26 観光客を対象にしたマップ

作りに向けて、１回目の地域

探検から載せる内容や扱う

写真を確認する。 

6 6/1 グループ 各コース）ごとに

どんな内容を載せるか話し

合う。 

7 

ウ 

6/9 校外に出て、取材活動をす

る。 コースごとに取材交渉

をし、インタビューや写真・

動画撮影をする。） 

 
 

 

 
 

 

  

   

縦割り班でのウォークラリー 

いろいろな発見

ができた。どんな

方法で伝えよう

かな。 

ICT 支援員か

らマップづく

りの方法を指

導 

地域での調べ活動 １回目） 

ICT 支援員か

ら情報発信す

る際の注意点

を指導 

地域での調べ活動 ２回目） 

ウ 校外に出て、取材活動をする。 コースごとに取

材交渉をし、インタビューや写真・動画撮影をす

る。） 

ICT 支援員

から児童の

活動に合わ

せた指導 

情報モラルに注意

して取材しよう。 

まとめを意識し

て写真や動画を

撮影しよう。 

イ ２次元コードで調べたことを発信することを確

認し、もっと詳しく調べたいことを話し合う。情報

発信する際に写真や動画を扱う場合の注意点を知

る。 

いろいろな注意

点があるんだな。

撮ってきた写真

はそのまま使え

るかな？ 

ア 紹介する方法を考える。 

マップづくりの方法を学ぶ。 発信の方法として

２次元コードを使用した例） 
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8 
9 

10 

エ 

6/16 
6/23 

6/30 

コースごとにマップづくり

に取り組む。協力：ICT支援

員 

11 7/7 マップに載せる動画や記事

を紹介する店等に許可をも

らう。 

マップの内容の校正をする。 

12 7/14 できたマップを校内で他の

グループに発表する。 

総合的な学習の時間における探究的な学

習の過程においては、例えば、情報収集の場

面でネット検索、インタビュー、アンケート

等を行い、まとめ・表現の場面で論文作成、

プレゼンテーション、提言等で発信するなど、

多くの場面で ICT を効果的に活用すること

ができます。その際、コンピュータで文字を

入力するなどの学習の基盤として必要とな

る情報手段の基本的な操作を習得すること

でスキルアップにつなげることができます。

また、情報や情報手段を主体的に選択し、活

用する力を育てることもできます。 

さらに、問題解決的な活動が発展的に繰り

返されていく中で、ICTを実際に活用したり、

情報モラルを学んだりすることを通して、タ

ブレット端末等の利点や情報モラルを守る

ことの大切さを、実感を伴って学ぶことにな

ります。 

縦割り活動を活かしたスキルアップにつ

いては、学校規模や校種によっては取り入れ

にくい場合もあると思います。しかし、児童

生徒が相互に ICT の操作を教え合うという

視点は、クラス全体のスキルアップを図るた

めの参考になります。それぞれの学校が創意

工夫しながら児童生徒のスキルアップを図

り、ICTの活用を積み重ねることで、文具と

しての ICTの活用に近づいていきます。 

 

 

■３ 端末の運用管理 

端末の運用管理については、毎日タブレッ

ト端末の持ち帰りを行っている協力学校の

実践について紹介します。 

タブレット端末の家庭への持ち帰りは、児

童生徒や保護者にとっては初めての経験で

あり、実施するにあたっては方法の周知等、

必要となることがあります。また、持ち帰り

の目的について児童生徒はもちろん、保護者

も認識し、持ち帰りによる効果についても実

感できるということも大切になってきます。 

 

(1) 日常的な端末持ち帰りに向けた計画 

○４月～５月初旬 保護者の理解、協力を

得るために、PTA行事などを通して持ち

帰りの実施について説明 

○５月中旬 オフラインで平日の持ち帰り

開始 モバイルルーターの貸し出し準

備） 

○６月初旬 オンラインで平日、休日の持

ち帰りにおける連絡帳のデジタル化の

開始 充電器貸出） 

○６月中旬 オンラインでの休日持ち帰り

における宿題、家庭学習の開始 フィル

タリングソフトの更新） 

○夏休み中 全面持ち帰り実施 連絡帳、

課題等の配布、オンライン学年登校日

等） 

○２学期 持ち帰りで発生した課題を解決

しながら効果の検証 アンケート調査、

保護者の要望等） 

クイズにしよう 

 

エ コースごとにマップづくりに取り組む。 

協力：ICT支援員 

マップづくり 

写真に気付いたことを

加えよう 

スクラッチを使って

まとめよう 

 

 マップの中の２次元コード作りは ICT支援員に委託） 

動画で番組風にしよう 
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(2) 持ち帰り実施に向けてのルールづくり

とトラブル防止の工夫 

本項目では、前述の協力学校１校のみでな

く、できるだけ多くの考え方、取り組み方を

参考にできるよう、協力学校全体のアンケー

ト調査結果をもとにしています。 

 

①家庭でのトラブルの実態 個人所有の端末

は除く） 

・学習以外の用途での端末利用 ゲーム、

動画視聴、サイト閲覧） 

・⾧時間利用による生活リズムの乱れ 

・端末を介したやり取りでの人間関係の

トラブル 

・児童生徒による勝手な設定変更や制限

解除 

・端末の破損、紛失 

 

②ルールに関すること 

各校ではトラブルを予想し、様々な工夫が

なされていましたが、ほぼ全ての学校で実施

されていたのは、児童生徒自身によるルール

の決定でした。 

○ルールの決め方 

・児童生徒がルールを考えることで、自ら

守るようにした 

・児童生徒の課題意識に基づくルールづ

くりをした 

・タブレット端末を持ち帰っての学習が

スタートする前に、児童生徒がルールに

ついて話し合い、大切なことを３点 タ

ブレット端末を大切に使う・学校や学習

に関係のあることだけに使う・体調に気

をつけて使う）に絞ってルールとした。 

 

○ルールの徹底 

・全校集会などで使用ルールの確認をし

ている 

・ICT担当教諭からの全体指導を行う 

・決めたルールをタブレット端末の背景

画面に設定することで、常に使用前に児

童生徒の目につくようにしている 

 

③トラブル防止の工夫 

・善悪の判断ができる力や自分や他者を

大切にする力を養う 道徳教育、人権教

育、生徒指導） 

・保護者との信頼関係を築くための情報

発信をする 

 

学習効果を認識しながらも、タブレット端

末の持ち帰りについては、様々なトラブルの

発生も考えられます。学年が進むにつれてト

ラブルの内容も複雑になり、指導の困難さも

あるかもしれません。 

そこで、トラブル発生を未然に防いだり、

発生した時の対処の仕方を校内で話し合っ

たり、他校の取組や知見のある人から学んだ

りすることも大切になってきます。もちろん、

情報モラル教育は、今後ますます重要になっ

てきます。いずれにせよ、児童生徒にとって

有効な文具となるタブレット端末を日常的

に使える環境を児童生徒とともにつくりあ

げていくことが必要になってきます。 

 

 タブレット端末の持ち帰りによる授業

と家庭学習を関連させた取組の工夫 

①動画やデジタル教科書、デジタル教材など

を用いた授業の予習や復習 

特別支援学級では、総ルビテキストをデジ

タル配信し、家庭で音読練習した音声データ

をデジタルノートに添付して提出していま

す。各学年でも、計算カードや音読などの練

習をビデオ撮影して提出するなど、日常的な

活用が進んでいます。 

理科では、授業前に（「知っていること」「疑

問に思うこと」をデジタルノートに書き出し

たものを共有して学習課題を考える活動を
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行っています。理科や社会科では、学習の予

習や復習として NHKのコンテンツ URL）

をデジタルノートに添付、家庭で視聴して疑

問やまとめを提出する宿題なども出してい

ます。 

 

②画像や動画、音声も取り込んだデジタルノ

ートの効果的な活用 

体育科、家庭科、書写などの実技、理科の

実験などでは、活動の様子を画像や動画で撮

影し、デジタルノートに添付しています。こ

れらの記録を家庭でも見ることができ、細部

の観察による新しい発見や気付きがありま

す。音楽では、リコーダーの実技テストを家

庭で録画するという形で行うことで、児童の

心理的負担が軽減し意欲の向上が図られた

り、教師側の評価の効率化が見られたりしま

した。 

 

③授業での学びを家庭でも生かしたり深め

たりできるタブレット端末の活用 

第６学年体育科 保健領域）「生活のしか

たと病気」の単元において、自分の休みの日

の生活の振り返りから始まり、学びのために

使った資料、学んで理解したこと等をタブレ

ット端末に記録として保存しています。学ん

だことをもとに自分の生活の改善点を保護

者に話し、コメントをもらい、それぞれの自

宅からタブレット端末を使って教師に提出

するようにしています。 

保護者にとっても、子どもからの話を聞く

と同時に、タブレット端末に保存されている

子どもの学びの過程を理解することができ、

コメントの内容を考えることができます。学

校と家庭とが子どもの生活の仕方について

共通認識をもって子どもと関わることがで

きます。 

 

持ち帰りの実施に向けては、持ち帰りの教

育効果についての啓発が大切です。また、学

校側からの啓発だけでなく、それぞれの学校

の実態に即して保護者からの疑問点、不安点

について話し合う場も必要になります。 

児童生徒の家庭状況にも違いがあります

ので、Wi-Fi などの機器の有無、タブレット

端末の家庭における使用・保管場所、破損し

たらどうするか等について保護者との共通

認識をしておきたいものです。 

協力学校のアンケート結果からも分かる

ように、持ち帰りによるいろいろなトラブル

があることも予想されます。ルールづくり、

ルールの徹底、情報モラル教育等は欠かせま

せん。全てが解決したとしても、実際にタブ

レット端末の持ち帰りを実施すれば、新たな

課題も見えてくるものです。 

そうした課題をその都度、一つ一つ丁寧に

解決していき、全校での共通理解を図ること

が大切です。きょうだい関係もあることから、

教職員によって方針や約束が異なってしま

うと、家庭でのタブレット端末の使用につい

て混乱を招くもとになります。 

課題を解決しながら持ち帰りに踏み切っ

てみるという考え方もあります。一気に完全

実施が難しいと考えられる場合には、前述の

協力学校のように段階を踏んで行い、完全実

施に向けて取り組んでみましょう。 

言うまでもなく、児童生徒が持ち帰りを可

能にするだけの ICT を活用できるスキルを

身に付けておくことが前提となります。 

持ち帰りによる効果を児童生徒はもちろ

ん、保護者も認識できた時、タブレット端末

の持ち帰りが軌道に乗ってきたと言えます。 

協力学校になったのを契機に、持ち帰りの

完全実施に踏み切った学校もありました。持

ち帰りに向けての準備をする必要はありま

すが、完全実施の期日を一応決めておいて踏

み出すことも必要な時期に来ています。 
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第２節 学び方を変える ICT

■１ 学びのために自分の状況を理解する 

事例１ 

自分の課題を動画で発見 

学年・教科等 

・小学校第５学年「体育科」 走り幅跳び） 

教師・児童生徒の ICT活用 

１教 走り幅跳びの「手本動画」を選び、児

童のタブレット端末に配付する。 

２児 手本の動画から走り幅跳びのポイン

トを見つける。 

３児 ペアで互いの走り幅跳びの様子を動

画で撮り、再生して話し合ったり手本の動

画と比較したりして自分の課題を見つけ

る。 

ICT活用の効果 

ペアで撮影し合った動画を再生すること

で、自分の跳び方を客観的に見ることができ

るため、自分の課題が明らかになり、これか

らの練習のめあてを自分のものとして具体

的にもつことができます。 

 

 
ペアで撮った動画で自己の課題をもつ 

 

＜情報モラル教育の視点から＞ 

「手本動画」の使用が著作権や肖像権とい

った「法と権利」の視点の可否を確かめる必

要があることを児童に知らせることができ

ます。 

事例２ 

動画を振り返り自分の頑張りを実感 

学年・教科等 

・小学校第３学年「自立活動 通級指導）」 

 めざせ よみ名人） 

教師・児童生徒の ICT活用 

１児 タブレット端末を使い、（「読むクイズ」

をしたり、読み上げ機能を使ってトレーニ

ングをしたりする。 

２教 児童が教科書の１ページを読むのに

かかった時間を練習前と練習後に計る。ま

た、児童の音読している様子を練習前、練

習中、練習後の３回動画で撮影する。 

３児 練習後に教師の撮った動画を視聴す

ることで、自分の頑張りを実感したり、練

習による成果をとらえたりする。 

 
練習を動画で撮る 

 
練習前後の動画を比較 
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ICT活用の効果 

練習する前と後の音読にかかった時間や

動画を比較することで、児童自身が自分の変

容をとらえることができます。また、練習し

ている時の動画を見ることができ、読みの変

容には児童自身の頑張りがあったからだと

いうことを実感して、学習意欲の喚起にもつ

ながります。ここでは、教師と児童が１対１

の学びの場でしたが、１対多数でも児童相互

の力を借りれば動画撮影も可能になります。 

 

事例３ 

自己調整しデジタル教科書で学ぶ 

学年・教科等 

・中学校第２学年「英語科」 電車の乗り換

え～道案内～） 

教師・児童生徒の ICT活用 

１生 学習者用デジタル教科書を活用して

ディクテーション（ 聞いた英語の文章を書

きとるトレーニング）を行う。１人１台タ

ブレット端末で行うため個人用のイヤホ

ンを利用する。 

２教 英語で乗り換えの案内をする演習に

向けて、説明する目的地を生徒が選択でき

るように、難易度の異なる課題をスライド

として準備して生徒に配付する。 

３生 スライドの中から個々に選んだ課題

をもとに、ペアで乗り換え案内の練習を行

う。 

ICT活用の効果 

ディクテーションの場面では、デジタル教

科書の読み上げスピードとマスク機能を自

ら選択し、調整しながら学習を進めていまし

た。マスクの割合は変えずに隠す部分を何度

も選択している生徒や、マスクを 100％にし

てヒアリングに重点を置いた練習をしてい

る生徒など個々に調整する姿が見られまし

た。ねらいとする活動をいかに充実させるか

という視点で、実際の場面を想定しやすいよ

うに数枚のスライドを準備し、タブレット端

末に配付することで、生徒に選択肢を提示し

ていました。また、課題の解決に向けて情報

検索をしなくて済むように、必要な情報をあ

らかじめ与えることで、考えたり話したりす

ることに重点を置けるような工夫となって

いました。 

 
マスキングしてディクテーション 

 

事例４ 

学びを知る振り返りシートの配付・回収 

学年・教科等 

・高等学校第３学年「保健体育科」 オリン

ピック種目 ３人制バスケットボール 3x3

を経験してみよう！） 

教師・児童生徒の ICT活用 

１教 3x3を取り入れた初回授業で、実際の

試合映像を生徒に配付する。 

２生 手本の動画から、自分がどんな風にプ

レーしたらよいか、イメージをもつ。 

３生 プレー終了後、どのようにプレーし、

どうであったかを端末上の振り返りシー

トに記入する。 

ICT活用の効果 

授業では、生徒一人一人と話す時間が限ら

れているため、振り返りシートを活用し、生

徒一人一人の考えを確認することで、生徒が

どのくらい授業を理解しながらプレーでき

ているかなどを知ることができます。 
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授業終了後の振り返りシート 

 

■２ 自ら学びを進める 

事例５ 

瞬時の資料配付で高まる学び 

学年・教科等 

・小学校第４学年「国語科」 手紙文の構成） 

教師・児童生徒の ICT活用 

１教 教材 表現方法に誤りのある手紙文）

を作成し、児童のタブレット端末に配付す

る。 

２児 配付された手紙文をタッチペンや指

を使って修正し、提出箱に提出する。 

３教 児童から送られてきた修正文を大型

モニターに一覧表示したり、必要があれば

ポイントとなる箇所を拡大表示したりす

る。 

４児 大型モニターを見ながら児童一人一

人が自分の考えを述べたり友達の考えに

質問をしたりしながらクラス全体で推敲

の観点を決める。 

 
推敲の観点を決める 

５教 児童が決めた推敲の観点をもとにそ

の場でチェックカードを作成し、児童のタ

ブレット端末に配付する。 

６児 自分たちで考えた推敲の観点を手元

で見ながら、端末に保存していた自分の手

紙文を読み直し、よい点、修正すべき点を

自信をもって判断し、自ら学びを高めてい

く。 

ICT活用の効果 

児童一人一人の考えをタブレット端末や

大型モニターを使って共有し、それをもとに

対話を繰り返すことで、クラス全員が納得で

きる推敲の観点を決めることができます。学

びの場で決まった観点をもとに、教師がその

場でタブレット端末を使ってチェックシー

トを作成し、児童の手元に配付できることか

ら、個々の児童の手紙文を推敲する上で、瞬

時に役立たせることができます。 

 

事例６ 

自分の考えを自分なりの方法で入力 

学年・教科等 

・小学校第６学年「体育科 保健領域）」 

 生活のしかたと病気） 

教師・児童生徒の ICT活用 

１教 食生活、運動時間、ゲームの時間、睡

眠時間の４つの観点の入った資料「Ｆ君の

１日の生活」を児童のタブレット端末に配

付する。 

２児 自分の休みの日の生活の振り返りを

行ったり、学級全体の生活習慣病リスクチ

ェックの結果から課題を設定する学習活

動を行ったりした後、配付された資料をも

とに生活習慣病の視点で考える。 

３児 配付された資料に（「F君の１日の生活」

の改善点について考えたことをタッチペ

ンで書く、拡大したりデジタル付箋紙を貼

り付けたりして指で書く、キーボードを使

って書くなど、自分なりの方法で書き込む。 
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一人一人の児童が自分の考えを自分に合った方

法で入力する 

 
タッチペンで入力 

 
指で手書き入力 

 
付箋に手書き入力 

 
ソフトウェアキーボードで入力 

 

４児 自分の考えを自分なりの方法で書き

込んだ後、クラス全体で話し合い、「Ｆ君

の１日の生活」の改善点について４つの観

点があることを児童自身が明らかにして

いくことで、自分自身の生活の改善点とつ

なぐ。 

 

ICT活用の効果 

本単元「生活のしかたと病気」の学習につ

いては、特に、児童がいかに自分事として考

えることができるかが大切です。 

一部の児童の発言によって授業が進めら

れるのとは違い、どの児童もタブレット端末

に書き込むことで全ての児童が考える場を

もつことになります。また、その考えを提出

させ、一覧表示すれば、どの児童も発言の場

を得ることになります。 

個々の児童が学びの主体となり得る、便利

で効果的な道具として ICT の活用が望まれ

ます。 

＜情報モラル教育の視点から＞ 

今回の資料（「Ｆ君の１日の生活」は、授業

者の手作りでしたが、引用した資料を使う場

合には、作成者の許可が必要になるというこ

とを、単元の学習中の適当な場面で児童に話

をする機会をとります。 

 

事例７ 

効果的な遠隔授業を作る機器の活用 

学年・教科等 

・中学校第１学年 Web 会議システムによる

遠隔授業 

教師・児童生徒の ICT活用 

１教 タブレット端末３台を活用し、朝の会

から帰りの会の間、休み時間も含めWeb会

議システムで双方向の通信を行う。 

２教 授業中は遠隔で授業を受けている生

徒も交え発言を促したり、学習支援アプリ

で情報共有や、システム上での意見交流を

行ったりする。 

３生 学級の生徒は、カメラの画面が見えや

すいように調整したり、教室移動の際にタ

ブレット端末を移動させたりする。 

４生 遠隔で授業を受けている生徒は、授業

を受けながら板書用カメラ、教師用デジタ

ル教科書、教室の全景のカメラを画面上で
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選択して切り替えながら学習を進める。 

ICT活用の効果 

数カ月にわたる授業配信を行うにあたり、

教師や生徒が誰でも理解しやすく、機器のト

ラブルを減らす運用を目指して構築を行っ

ていました。また、遠隔で授業を受けている

生徒の視点で改善を繰り返すことで、授業中

にどこが見られればよいかを考慮しカメラ

の台数や配信方法を調整していました。さら

に、教室にいる生徒がいつでも受信側に呼び

かけられるようにタブレット端末の配置を

工夫することで、配信側も受信側も使いやす

いシステムとなっていました。 

特別教室や体育の授業でもタブレット端

末を移動させることで、常に授業に参加でき

る環境が作られており、休み時間には生徒同

士が会話する姿が見られました。 

遠隔授業の場合、カメラが映し出す映像と

合わせて、スピーカーとマイクが扱う音声は

非常に大きな役割を担います。 

情報の受け手を意識して、教師自身が声の

大きさや発話の場所を工夫することで、教室

にいる生徒も相手に伝わりやすい発表の仕

方、声の大きさを意識したり、周囲の生徒も

私語をせずに聞こうとしたりする姿が見ら

れました。日常的な遠隔授業を通して、ICT

機器の特性の理解、システムの特性の理解と

活用に向けたスキルを獲得していました。 

 
遠隔授業中のグループ討議 

 

 

＜情報モラル教育の視点から＞ 

教科書や教材等は全て著作物にあたりま

す。クラウドを介した授業時には、「授業目的

公衆送信保証金制度」が適用されますが、遠

隔授業に限らず、学校や学級内で学習支援シ

ステムを活用する際には著作権の保護に努

めることを生徒に伝えることができます。 

 

事例８ 

デジタル化による演習時間の確保と効果 

学年・教科等 

・高等学校第２学年 数学Ⅱ指数の計算 

教師・児童生徒の ICT活用 

１教 授業全体をデジタルノートで行う。板

書を黒板に書くのではなく、端末上に書き

込む。 

 
黒板に板書するのではなく、端末上で板書 

 

２生 板書を紙のノートにとるのではなく、

デジタルノートにとり、問題を解くのもデ

ジタルノート上で解く。 

 
デジタルノート上で問題を解く 
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ICT活用の効果 

板書やノートのほぼすべてをデジタル化

した授業でした。デジタル化したことにより、

授業時間の中の一定割合を占める板書時間

が短縮され、その分、問題演習の時間を多く

とったりするなど、知識技能の習得に時間を

多く割り当てることができます。 

デジタルノートについては、生徒からは、

「紙のノートよりも消しやすい」という声が

聞かれました。また、デジタルノートの使用

は強制的なものではなく、紙のノートにとっ

てもよいとされており、実際紙のノート上で

問題を解いている生徒もいました。 

 
紙のノートを使用する生徒(手前)と 

デジタルノートを使用する生徒(奥） 

 

■３ 考察 協力学校の授業実践事例から見

えてきたもの 

(1) 一人一人の児童生徒が学び手としての

主人公になる授業を可能にする ICT の

活用 

令和５年度は、「児童生徒が自分自身の学

びの状況をとらえ、自ら学びを進めていくた

めに必要なタイミングで ICTを取捨選択し、

主体的に活用している」姿を目指して調査研

究を進めてきました。 

これまでも、学習活動の終わりには「振り

返り」という形で、児童生徒一人一人が自分

にとって学びがどうであったかを考える場

はありました。しかし、「学びのために自分

の状況を理解する」場面は学習活動中にも多

くあり、その節々で「自ら学びを進める」た

めに大切な働きをするのではないか、学びの

視点を焦点化したり、目的をもって学んだり

することで主体的な学びにつながるのでは

ないかと考えました。そのために、ICTがど

んな働きをしているのかを授業実践事例を

もとに探ってみました。 

 

事例１ 小学校５年体育科 走り幅跳び）の

授業では、タブレット端末を使って撮影した

自分の走り幅跳びの動画と手本の動画を手

元で見比べることで、自分の課題を的確に見

つけることができ、その後の練習に生かすこ

とができました。 

 

事例３ 中学校２年英語科 電車の乗り換え

～道案内～）の授業では、学習者用デジタル

教科書の読み上げスピードとマスク機能を

使うことで、自分の聞き取る力や書き取る力

を感じながら自己調整を加え、学習を進める

ことができていました。その後、教師からそ

れぞれのタブレット端末に配付された難易

度の異なる道案内の演習課題を、自分の学び

の状況を踏まえて選択することで、「自分ら

しい学び」になっていました。 

 
自己調整をしながら学習を進める生徒 

 

事例８ 高等学校２年数学Ⅱ 指数の計算）

の授業では、デジタルノートを使って問題を

解く生徒の中に、紙のノートを使っている生

徒がいました。配付されたデジタルノートは、

後で解きなおすために取っておくというこ
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とでした。従来からの紙のノート、デジタル

ノートと使える文具が増えたことで、計画的

に「自分らしい学び」を考えている生徒の姿

が見られました。 

 
自分の学び方をもとにノートを使い分ける生徒 

 

「自分らしい学び」は、後で述べる「学び

手としての主人公になることに伴う困難さ

を解決する ICTの活用」とも関係してくると

ころです。 

児童生徒が、学び手としての主人公になる

授業づくりは、教える側の教員が児童生徒一

人一人を学び手としての主人公としてとら

え、関わることも大切になります。 

 

事例４ 高等学校３年保健体育科 オリンピ

ック種目 ３人制バスケットボール 3x3を経

験してみよう！）の授業についてです。授業

中に全ての生徒と関わることは難しいこと

があります。ここでは、授業終了時に、教師

が作成した振り返りシートを配付し、生徒が

それに書き込み返信することで、生徒一人一

人の学びの成果、学びの実態が分かり、次の

学習に生かすこともできます。また振り返り

シートに教師がコメントを添えて返却すれ

ば、一人一人の生徒と直接会話とまではいか

なくてもその代わりにもなります。 

 

第２節「学び方を変える ICT」の授業実践

事例では、授業の特⾧を捉えやすくするため

に、「学びのために自分の状況を理解する」

と「自ら学びを進める」に分けて載せました

が、本来この２点は一連のものであって、学

びの随所で相互に働き合いながら、児童生徒

が学び手としての主人公に育っていくもの

と言えます。 

 

事例６ 小学校６年体育科保健領域 生活の

しかたと病気）の授業では、教師が一人一人

のタブレット端末に配付した資料が的確で

あったことが、児童が「自ら学びを進める」

要因となっていましたが、児童自身が「自分

の状況を知る」学びがあったからこそ、自分

事としての学びができていたと考えられま

す。 

 

事例２ 小学校３年自立活動 めざせ よみ

名人）の授業についてです。音読の練習前後

の動画だけでなく、練習中の動画も視聴した

児童から、「しっかり練習したからどんどん

よくなった」という言葉がありました。練習

前後の動画を比較する活動はよくあります

が、練習中の動画を視聴することで、自分の

頑張りに気付き、結果へとつないでいるので

す。「自分の状況を理解する」のは、自分の足

らなさや課題を見つけ、自らの学びにつなげ

る面でだけでなく、タブレット端末を使って

自分を客観的に見取ることで、自己肯定感や

学ぶ意欲を育てる効果もあることが分かり

ました。 

 

(2) 学び手としての主人公になることに伴

う困難さを解決するための ICTの活用 

極端に言えば、かつては、児童生徒の数人

くらいが授業に消極的に参加していても全

体として授業は成立しました。しかし、学び

手一人一人が主人公となる授業では、そうは

いきません。児童生徒一人一人、自分が考え、

自分が表現し、自分が交流する立場になりま

す。一人一人にスポットライトが当たるわけ

ですから、そこには困難なこともあると予想

されます。困難さを取り除くためには「一律

さを求めないこと」「児童生徒が自分らしく
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学ぶこと」の考え方をもって授業づくりを行

うことが大切になり、ICTの活用で可能にな

ることも多いと思います。 

 

事例６ 小学校６年体育科保健領域 生活の

しかたと病気）の授業では、児童は自分のや

りやすい方法で自分の考えをタブレット端

末に入力しています。事例には載せていませ

んが、国語科の叙述に即して登場人物の気持

ちを読み取り、人物の気持ちを表現する学習

では、文章表現、音声表現、動作での表現、

自分の表情で表現、絵で表現等、児童それぞ

れの個性や好みにあった表現方法を選べる

ようにしておきます。タブレット端末を使え

ば、これら全ての表現を記録することができ、

自分自身の表現を客観的に見取ったり、再度

見直したりすることも可能になります。上記

の２つの例は多くの学級でも使えそうです。 

児童生徒が教室で学ぶことができない等

の固有の実態に配慮しながら学びを進めな

ければならない場合もあります。 

 

事例７ 中学校１年 Web 会議システムによ

る遠隔授業についてです。教室からも友達か

らも離れたところで学んでいても、同じ場所

で学んでいるように学ぶことができれば、学

び手としての主人公になれるはずです。 

本事例では、電子黒板、ホワイトボード、

教室の全景を見るために、３台のカメラを設

置していました。遠隔で参加している生徒が

自分の必要に応じて、手元のタブレット端末

で３台のカメラの映像を選択したり、拡大表

示させたりして、主体的に授業に参加してい

ました。 

活用する機器の種類、カメラの台数や設置

場所、スピーカーやマイクの使い方等、一つ

一つの課題を解決するために試行を重ねた

り、教職員間で協力したりと努力も時間も必

要になると思います。今後も、機器の開発は

進んでいきますが、個々の児童生徒が学び手

としての主人公として学ぶために、こうした

機器の活用についても、研鑽を積むことが大

切です。 

 
遠隔授業を可能にする機器の配置をした教室 

 

(3) 学び手としての主人公である一人一人

の児童生徒が友達とともに学び合うた

めの ICTの活用 

授業実践事例は、主として、児童生徒一人

一人の学びに焦点を当てて取り上げました。

実際の授業では、ペアの時もあれば、グルー

プ、学級全体でと児童生徒の対話による学習

活動が入っていました。対話によって、個々

の学びを広げたり深めたりすることができ

ると同時に、ともに学ぶ楽しさを味わうこと

もできるからです。 

 

事例５ 小学校４年国語科 手紙文の構成）

の授業では、一人一人の児童がタブレット端

末に配付された手紙文を、書き込み機能を使

って修正し、提出箱に送り、それを教師が大

型モニターで一覧表示していました。 

 
書き込み機能を使う児童 
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容易に自分の考えや友達の考えを見える

化できるという点で ICTは効果的でした。自

分の考えの見える化によって、客観的に自分

をとらえることができます。客観的に自分を

見ることで自信がもてたり、逆に、自分の考

えがあっているのか不安を感じたりするこ

ともあるでしょう。他者に理解してもらうた

めに、述べ方を改善したり、内容を補足した

りすることがあるかもしれません。このよう

に、自分の考えと向き合った児童生徒は、友

達に自分の考えを知ってもらいたい、自分の

考えをどう思うかを聞いてみたいという思

いが生まれると思います。また、友達の考え

が見える化されることによって、自分の考え

とよく似ていても、その理由や、自分との違

いをもっと詳しく聞いてみたいというよう

な思いが生まれることでしょう。もちろん、

このような思いをもつためには、児童生徒の

人間関係づくりが基盤となります。「伝えた

いことがある、聞いてみたいことがある」こ

とが対話の原動力となります。こうした点で

ICTは必要な道具だと言えます。 

第２章第２節で述べた内容を図式化する

と、下記のようになります。 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  

児童生徒が自分自身の学びの状況をとらえ自ら学びを進めていくた

めに、必要なタイミングで ICT を取捨選択し主体的に活用している。 

 

自ら学びを進める 

学びのために自分の状況を理解する 

 

 

学び方を変える ICT 活用＝児童生徒一人一人が自分らしく学ぶ 
 

○ 一人一人の児童生徒が学び手としての主人公になる授業を可能にする 

・ 自分の学びのよさや課題をつかみ、目的をもった学びができる。 

○ 学び手としての主人公になることに伴う困難さを解決する 

・ 自分の学びの実態や個性等に合った多様な学び方や方法を取り入れること

ができる。 

○ 学び手としての主人公である一人一人の児童生徒が友達とともに学び合う 

・ 伝えたいこと、聞きたいことが明確になり対話的な学びを支えることがで

きる。 

協力学校における児童生徒が主体的に ICT を活用して取り組む学習の充実 
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資料１学びの変容に向けての３ステップ 

児童生徒用端末と通信環境の整備に合わせて、教員の ICT 活用指導スキルの向上と児童生

徒の情報活用能力の育成を図りながら、従来の学びを段階的に新しい学びへと変えていく必

要があります。文部科学省は学びの変容に向けて、次の３つのステップを示しています。 

 

文部科学省（リーフレット）「GIGA スクール構想の実現へ」より、香川県教育センターで一部加筆 
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第３章 一歩先行く、わたしの ICT活用 
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－ 31 － 

第１節 児童生徒主体の ICT活用に向けて

令和４年度、香川県教育センターでは、ICT

が授業や学習者に与える影響を４段階で整

理し、授業改善へとつなげる為の指標として

SAMRモデル[Ruben R. Puentedura 2010] 図

５）を取り上げて報告を行いました。 

 
図５ 香川県教育センターSAMR モデル 

 

ICTの活用において、教師が ICTを用いて

教える S から A レベルへのシフトは比較的

円滑に行えるものの、A から M レベルへの

移行は、活用の主体が変わり、教師と児童生

徒にとって大きな転換が求められるため、容

易ではなく課題となっていました。 

主体が変わることによって、「教師が ICT

で教える」という教師が教えやすい授業から、

「児童生徒が ICTで学ぶ」という児童生徒の

学びやすさという点が重要になってきます。 

令和５年度は、児童生徒が主体的に ICTを

活用して学ぶために、ICTを活用した学びを

支える３本柱である 

 教師のスキルアップ 

 児童生徒のスキルアップ 

 端末の運用管理 

との関連で整理しなおしました。 

 

■１ 活用のスタートと 3本柱 

ICT機器を使うか使わないかにかかわらず、

主体的に学習に取り組む力を育てるために

は、児童生徒が受動的でなく能動的に取り組

むことが重要です。そのために、教師は授業

の中の様々な場面で、児童生徒が情報を共有

し、対話的な学びを経験できる環境を構築す

ることが大切です。このような授業を展開し、

効率的に進めるためにも ICT の強みを活か

していくことが必要となります 図６）。 

 
図６ 授業と ICT の関係 

 

鍵のかかったロッカーからタブレット端

末を配り、自由に探究する学習をしましょう、

と委ねられても、慣れない端末を活用して課

題を設定し、解決策を立案したり、協働しな

がら検索したり、情報を見極めながら、学び

を進めたりできるでしょうか。 

課題解決のために、見通しを立てる力は重

要な要素です。しかし、実際の解決に向けて

ICTをどう活用して探究するか、児童生徒が

どのような選択肢をもっているかはその後

の活動に大きく影響してきます。この部分に

ついては、３本柱の管理運用にも関わる部分

ですので、(3)（「児童生徒に委ねる管理へ」で

説明します。 

 

(1) 教師が ICTで教えることから始まる 

どれ程便利なツールが導入されようとも

児童生徒がその便利さを実感するためには、

まずは教師が ICT を使った授業を行うこと

から始まると考えます。そのためには、どの

ような機能が便利で授業で使えるかという

事を教師が身をもって実感する必要があり

ます。 
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教師の姿を見た児童生徒が、１つ１つの動

作に対して自分の中で（「できそう」「やってみ

よう」（「やってみたい」という思いとして蓄積

していきます。 

例えば、大型提示装置にコンピュータを接

続するとします。児童生徒は、有線でつなが

るのはもちろんのこと、無線接続という概念

をもっているかもしれません。大画面でデジ

タル教科書を用いて、フルカラーで分かりや

すい提示を行ったり、動画や音声、シミュレ

ーターなどのコンテンツでイメージをもた

せたりすることもできます。この時に小さい

文字や図形を拡大する操作１つをとっても

児童生徒は自分のものにしようとします。教

師の活用の具体例が多いほど、その後の児童

生徒の主体的な活用の場面での選択肢が広

がるということがこれまでの実践でも見ら

れました。 

 

機器同士を１対１で接続できる、タブレッ

ト端末を自分で大型提示装置に接続できる

という経験によって、その先に活用していこ

うという選択肢の１つに加わっていくと考

えます。 

ICTの活用が進むことで、タブレット端末

に教師の画面を提示して説明したり、動画や

学習コンテンツを一人一人に視聴させたり

することも考えられます。また、ワークシー

トや資料を一斉に配付して回収したり、遠隔

地の講師の話を聞く、家庭や授業を行ってい

る教室以外に配信したりすることも可能に

なります。 

これまで実現が難しかった学びを展開す

る礎となるのではないでしょうか。 

 

(2) 教師の取組と児童生徒の意識は相似形 

教師が授業を行うためのツールとして授

業での活用を積み重ねていくことが ICT 活

用の推進にかかわるだけでなく、児童生徒の

主体的な ICT 活用の素地づくりに欠かせな

い活動になっていたことも実践から見えて

きました。 

今年度の協力学校のアンケート（ 小学校４、

５年生対象）（ 図７、８、９）では、教員の使

用と合わせて児童生徒の実感も高まってい

ることが分かりました。 

 

協力学校における端末活用状況「協力学校へのア

ンケート」（香川県教育センター） 

 

 

図７ (上・教員)学習に必要な情報を調べたり収

集したりする (下・児童)必要な情報をインター

ネットで探す 
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図８ (上・教員)複数の資料を比較する活動 (下・

児童)複数の資料を見くらべる活動 

 

 

 
図９ (上・教員）図や写真、表、グラフを挿入す

るなど、表現方法を工夫したり効果的に表現した

りする (下・児童)発表するための資料に、図や写

真、表、グラフなどを入れる 

 

このように、教師が授業で ICTを活用して

教えるという事が、授業のねらいを達成する

ことと合わせて、児童生徒の活用スキルの習

得に直結していることが分かります。分から

ない言葉や気になることがあればスマート

フォンで検索するように、タブレット端末を

用いて検索、比較、整理、表現する機会を確

保することが必要です。 

また、第２章第１節２（「児童生徒のスキル

アップ」で示したように、授業内での活用と

合わせて、情報活用能力の育成に向けた児童

生徒の操作スキル向上を目指し、学校全体で

取組を行うことも、スキルの定着に効果的で

す。 

なお、巻末には、児童生徒が主体的に ICT

を活用することに向けて身に付けておきた

いスキルと、その実現に向けて教師が身に付

けておきたいスキルについて整理し、掲載し

ていますのでご活用ください。 

 

(3) 児童生徒に委ねる管理へ 

協力学校では、教師の指示でタブレット端

末を使う段階を経て、児童生徒が自分の必要

なタイミングで使うという「委ねる」管理へ

シフトしていく取組が見られました（ 図 10）。 

 
図 10 (教員)タブレット端末の使用のさせ方「協

力学校へのアンケート」（香川県教育センター） 

 

ICT の使用を児童生徒に完全に委ねてし

まうことは大変難しいことです。まずは、授

業のまとめや振り返りをするために使用時

間を広げたり、勉強に関わることなら自分の

できる範囲で使ってもよいと選択の範囲を

7%

24%

18%

29%

35%

41%

40%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6月

11月

複数の資料を比較する活動（教師）

よく使っている
どちらかといえば使っている
どちらかといえば使っていない
あまり使っていない

11%

15%

24%

21%

20%

25%

16%

25%

29%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6月

11月

複数の資料を見くらべる活動（児童）

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上

月１回以上 月１回未満

11%

27%

18%

41%

28%

27%

44%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6月

11月

図や写真、表、グラフを挿入するな

ど、表現方法を工夫したり効果的に

表現したりする活動（教師）

よく使っている
どちらかといえば使っている
どちらかといえば使っていない
あまり使っていない

12%

17%

19%

20%

23%

23%

17%

28%

30%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6月

11月

発表するための資料に、図や写真、表、

グラフなどを入れる活動（児童）

ほぼ毎日 週３回以上 週１回以上

月１回以上 月１回未満

44%

67%

56%

33%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6月

11月

タブレット端末の使用のさせ方（教師）
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広げたりする段階を経ることも考えられま

す。このような管理方法は、児童生徒にとっ

ても大きな変化になり得ることでしょう。 

 

活用を進めるための工夫は、授業の場面に

限りません。登校から下校までの間のタブレ

ット端末の管理方法について、小学校では半

数程度、中学校で４割程度が児童生徒による

管理となっています（ 図 11）。保管庫から机

の中に、教師の指示から自分の選択に、その

管理を計画的に委ねていくことが主体的な

活用につながる重要な点と言えます。 

 
図 11 タブレット端末の使用のさせ方「学校支援

に関するアンケート」（香川県教育センター） 

 

(4) 主体的な情報モラルの育成 

ここまで述べたように、スキルの蓄積、活

用の練習を進めるにあたってよく聞かれる

声が、情報モラルをどう育てていくかという

ことです。 

香川県教育センターでは、主体的に情報社

会に参画するために、デジタル・シティズン

シップの考え方も取り入れた主体的な情報

モラル教育 図 12）の研修を行いました。 

 
図 12 主体的な情報モラル教育に向けて 

第２章第１節３（「端末の運用管理」の事例

でも示したように、日常的な利活用に向け、

児童生徒がルールを策定する取組も進めら

れました。 

ここで重要な点は、管理の部分です。委ね

ることは児童生徒の主体性を伸ばすことに

寄与しますが、失敗やトラブルは必ず付きま

といます。何をしてもよいという管理ではな

く、責任の主体を明確にし、児童生徒の管理

の範囲を保護者への承認も含めて丁寧に進

めるということも必要になってきます。 

また、学校内で想定されるトラブルについ

て、フィルタリングがかかっているなど管理

されている環境下で、様々な経験を伴いなが

ら考え方を身に付けていくという管理を行

っている学校もありました。児童生徒自身が、

うまくいかない、失敗したと感じる時には、

デジタルの社会で必要なスキルや考え方を

育成する視点で個々に関わっていくことが

大切です。また、現状との乖離の解消や状況

の変化に応じて、１度決めたルールについて

も積極的に見直し、改訂することも重要です。 

 

■２ スキルアップの先にある、児童生徒

主体の ICT活用 

(1) 知識から概念の獲得へ 

児童生徒が主体的に ICT を活用して学習

に取り組む姿、その先にあるものは何でしょ

うか。ある協力学校（ 小学校）の教員研修で

は、これまで習得してきた学習支援アプリに

加えて、中学校で導入している汎用的なサー

ビス活用のための取組がありました。児童生

徒が、比較的シンプルで操作が容易な学習支

援ソフトのノート機能、協働編集機能、ポジ

ショニング機能などは、汎用的なツールに置

き換えが可能であることを知ることで、ソフ

トウェアやインターフェースが変化した場

合にも柔軟に対応することができます。導入

しやすく使いやすい学習支援アプリ等で機
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能を理解し、汎用的なソフト等で新しい発想

や活用法を生み出す主体的な活用に近づい

ていくのではないでしょうか。 

そのために教師は、児童生徒の学年や学校

種の接続を意識し、授業のスタイルの変換を

図りながら適切な活用の場面を考えていく

必要があります。 

 

(2) 児童生徒が主体的に ICT を選択できる

幅を広げる学習活動に向けて 

協力学校の小学校４校における ICT の活

用推進によって、変化が見られた項目として、

「一人一人の習熟の程度に応じた学習」に対

して、タブレット端末を「よく使っている」

「どちらかといえば使っている」を選択した

教員が前期（ ６月）調査で 40％であったのに

対して、後期 11月）調査は 77％となってい

ました 図 13）。 

 
図 13  （教員）一人一人の習熟の程度に応じた学

習でのタブレット端末使用状況 「協力学校へのア

ンケート」（香川県教育センター） 

 

また、一人一人の興味・関心に応じて児童

が自ら学習課題や学習方法を選択できるよ

うな学習について、「取り入れている」「どち

らかといえば取り入れている」と回答した教

員も、前期調査では 32%、後期調査で 49%と

増加していました 図 14）。 

 
図 14  （教員）児童が自ら学習課題や学習方法を

選択できるような学習 「協力学校へのアンケート」

（香川県教育センター） 

 

同じ調査で、教師の ICT指導能力（ 図 15）

についても「指導できる」「どちらかと言え

ば指導できる」と回答した教員が 86％から

94％に向上が見られました。 

第２章第１節１（「教師のスキルアップ」で

紹介した教員のスキルアップの取組を基に、

授業の実践と改善を繰り返すことで、タブレ

ット端末の強みを生かした授業が促進され、

児童生徒に学習課題や学習方法を選択させ

るような授業改善が行われたのではないか

と考えます。 

 
図 15  （教員）児童がタブレット端末を活用して

学習に必要な情報を調べたり収集したりする活

動での教師の ICT 指導能力「協力学校へのアン

ケート」（香川県教育センター） 

 

児童生徒が主体的に ICT を活用できるこ

とが、自ら課題を設定したり、解決方法を選

択したりする、個別最適な学びにつながるの

ではないでしょうか。 
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第２節 GIGA３年目、課題と学びを止めない工夫 

■１ 利用促進への課題 

令和５年度に行った学校支援に関するア

ンケートにおいて、１人１台タブレット端末

の活用が進まない理由の中で、環境面での回

答で多かったものとして、通信環境が端末数

に対して十分でないこと、教員が授業で使用

できる端末、アカウントの数が不十分等の課

題がある事が分かりました 表２）。 

 

表２ １人１台端末の利用が進まない理由「令和

５年 12 月実施学校支援に関するアンケート」 （香

川県教育センター） 

 
回答校数 小 中 高 特 

① 通信環境 回線速度、アク

セスポイントの性能など）

が端末数に対して十分では

ない 

3 17 33 0 

② 教員が授業で使用できる端

末、IDが十分ではない 
1 11 17 0 

③ 授業で端末を活用して指導

する必要性を感じていない

教員が多い 

9 11 37 22 

④ 授業で端末を活用して指導

する自信がない教員が多い 
9 19 30 0 

⑤ ＩＣＴ支援員等のサポート

体制が十分ではない 
5 10 13 0 

⑥ 必要な研修 校内・校外）

の機会が少ない 
3 8 10 0 

⑦ 児童生徒が記入作成したデ

ータを授業外で利用するこ

とが難しい ノートのよう

に持ち帰れない） 

4 3 10 22 

⑧ 児童生徒が授業で使用でき

る端末、IDが十分ではない 
  3 0 

⑨ その他 2 2 7 0 

 

また次のような理由で、授業準備等が円滑

に行えていないことが分かりました。 

○教師の授業用アカウントが配備されて

いない 

○ネット環境の充実 一斉に使ってもフ

リーズしない） 

○まだまだ適切な通信速度が全ての学校

環境の中で整っているとは言えない 

○GIGA端末の不具合も少なくないため、

管理に時間がかかる 

○タブレットがネットにつながる部屋が

限られている 

○ICT支援員が配置されてはいるが、月に

２回程度午前中のみで、質問があると

きにすぐに確認できない 

○機器のトラブル対応が教員では難しい 

○端末の修理が多く、意図していた授業

での使用をあきらめることがある 

○導入してから時間が経過し、故障が急

激に増えている 

 

■２ 活用が進むことによる課題 

GIGAスクール構想によるタブレット端末

の運用が始まって３年が経過しようとして

います。活用を進めている学校や自治体にお

いては課題も出てきています。 

〇端末の故障とその修理に伴う一時的な端

末の不足へ 

落下、水没、キーボードや電源の接触不良、

画面割れ、ＡＣアダプターの故障、バッテリ

ーの劣化等、タブレット端末の故障は活用が

進むことでより多くなっています。また、端

末を確認する頻度が低くなると、バッテリー

が放電してしまい、充電ができなくなるとい

うこともあるようです。 

ソフトウェア、ハードウェアの別に限らず、

故障した端末は、最悪の場合修理対応となり

ます。児童生徒の手元にタブレット端末がな

くなることへの対応策として、協力学校や参

観学校では、校内や教育委員会の予備端末を

一時的に貸与するなど取組もありました。タ

ブレット端末導入後の時間の経過とあわせ

て、利活用が進むことにより、故障への対応

 複数回答） 
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も増加するものと考えられます。 

〇小さなトラブルとその解決 

故障だけではなく、使用する場面で電源が

入らない、ログインに時間がかかる、ソフト

ウェアが起動しない、ネットワークが弱い等、

端末の台数分トラブルが生じる可能性があ

ります。教員は対応に時間をとられ、授業が

思うように進まないという状況から抜け出

す必要があります。 

 

■３ 利用促進に向けて 

タブレット端末を授業で効果的に活用す

るためには、文字通り、児童生徒がタブレッ

ト端末を自分の文具のように学ぶためのツ

ールとして使いこなすことが前提です。 

しかし、GIGAスクール構想におけるタブ

レット端末更新サイクルが５年毎であるこ

とを考えると、ハードウェア、ソフトウェア

に関する前述のような課題は、年が進む毎に

増加する可能性があります。 

 

(1) 一人一人が初期のトラブルシューティ

ング 

授業前や授業開始時に起こる様々なトラ

ブルに対して、まずは初期のトラブルシュー

ティングを行うことで、授業での使用の有無

を判断し、授業への影響を最小限にすること

が必要になります。 

また、再起動してログインができるという

スキルは、児童生徒に限らず基礎となるもの

です。例えば、ログインできない場合には、

近くのアクセスポイントに繋ぎ変えたり、動

作や反応が悪い場合は、使用していないアプ

リケーションを閉じたり、再起動をすること

で解決できる場合も少なくありません。しか

し、全ての児童生徒が状況に応じて対応でき

るわけではなく、教員も全てのトラブルを理

解し、対策を習得しているわけではありませ

ん。前節でも述べた通り、児童生徒のスキル

は教師のスキルから移行していくものです。

トラブルへの対応についても、全ては難しく

ても徐々に児童生徒に委ねていきたいもの

です。 

 

まずやってみるトラブルシューティング 

・バッテリー残量の確認 

・Wi-Fi 再接続 

・再起動 

 

利用の初期には、小さなトラブルが多く、

その都度教員が対応に迫られていた学校で

も、児童生徒が慣れてくると、トラブルの解

決を自分自身でやってみようとします。 

協力学校では、小学生が授業中に動きの悪

くなった端末を自分で再起動している姿が

見られました。 

一緒に解決する、解決の方法を教える、経

験から解決策を導き出す、自分で解決しよう

とする。鉛筆の芯が折れれば自分で削ったり、

ノートの残りが少なくなれば新しいものを

準備したりするように、コンピュータやネッ

トワークのトラブルシューティングに関し

ても、自己解決できるようにすることは必要

不可欠です。 

 

(2) 校務でも活用 

ある協力学校では、教員のみのクラス チ

ーム）をつくり、生徒現場実習（ 図 16）の報

告書を共同編集できるようにしました。 

 
図 16 生徒現場実習の報告書 
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従来の紙ベースでの報告書だと、実習先か

ら帰校し、他の人が記入していないときに記

入する必要があります。今年度、クラウド上

で共同編集ができるようにしたので、ネット

ワークさえあれば出先からでも記入でき、他

の人が記入 編集）し終えるのを待つ必要が

ありません。また、撮影した写真なども同じ

場所に保存することにより、より一層実習の

様子が分かるものとなりました。 

このように、教員が導入されているツール

の強みを知るためには、校務での活用も効果

的で、授業での活用につながりやすくなりま

す。 

第３節 一歩先の活用に向けて

■１ 持ち帰りによる活用のこれから 

令和５年度の学校支援に関するアンケー

ト（ 高・特）、香川県学力・学習状況調査（ 小・

中）の結果（ 図 17）から、端末の日常的な持

ち帰り実施に向けて、多くの学校において検

討や実施が推進されていることが分かりま

す。持ち帰りの際の留意点や、端末の持ち帰

りによる授業と家庭学習を関連させた取組

の工夫等については、第２章第１節３（「端末

の運用管理」の協力学校の実践で触れました。

本項では、持ち帰った端末のさらなる活用に

ついて述べたいと思います。 

 
図 17 配備されたＰＣ・タブレットなどの端末を、

どの程度家庭で利用できるようにしているか 「香

川県学力・学習状況調査(小・中)」（香川県義務教

育課）「学校支援に関するアンケート(高･特)」 （香

川県教育センター） 

 

(1) クラウドの機能を活用する 

持ち帰りが円滑に進まない理由の１つに、

端末の破損や故障のリスクが挙げられます。

１人１台、タブレット端末を持ち帰って活用

することが前提ではありますが、移動中の故

障の軽減や、児童生徒の荷物の重量の軽減等

に向け、クラウドでのデータ管理、学習 eポ

ータルやクラウド型の AIドリル等の学習支

援アプリを利用し、各家庭の端末が使える場

合には活用することも考えられます。その際

には、家庭で使用する端末のセキュリティ等

リスクマネジメントを行うことが必要です。 

タブレット端末の破損のリスクを軽減し

ながら、持ち帰りと同じ効果を上げる方法に

ついて、検討の余地があるかもしれません。 

 

(2) 緊急時に備える 

ICTは、緊急時に教育活動の継続を可能に

することについても大きな役割を果たすと

考えられます。児童生徒が、やむを得ず学校

に登校できないような事態への対応を常に

想定しておく必要があります。オンライン学

習に必要なネットワーク環境がどの程度整

備されているかを確認したり、意図的にオン

ライン授業日を設けて有事に備えたりする

ことも必要です。 

令和５年度、タブレット端末の持ち帰りの

準備として、全校生が家庭から一斉にWeb会

議システムに接続する試みを行った学校も
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ありました。 

また、同時双方向の授業を行う際、コミュ

ニケーションの手段としてチャット機能が

あります。児童生徒同士が１対１で会話する

ためのではなく、教師対児童生徒全体という

形で、どこに記述するか、どのように記述す

れば理解しやすいか、学級全員が見える場所

に書き込む内容はこれで良いかという点に

ついても、授業等で経験を伴いながら身に付

けておくことは有効であると言えます。 

 
チャット機能で離れた席の生徒と意見交流 

 

突然の休校や災害に備えるためには、端末

の持ち帰りを含め、つながる仕組みを整えて

おく必要があります。 

 

■２ 遠隔による研修の可能性 

令和５年度、協力学校では Web 会議シス

テムを活用して当センターと学校をつない

だスキルアップ研修、協力学校同士の情報交

換会等を行いました。Web会議と並行してク

ラウド型の授業支援システムを用いること

で、授業での活用をイメージしながら取り組

むことができました。ICTの強みを生かすこ

とで、時間的な制約、物理的な制約の中で、

出席者の負担感を減らしたり、効率を上げた

りすることが可能になります。 

 
遠隔での協力学校同士の情報交換会の様子 

 

児童生徒全員のノートを学習支援ソフト

上で参照したり、カメラを複数台準備して参

加者が見たい箇所を自由に選択して参観し

たりするといったような、実現が難しかった

授業参観も可能となります。 

これまで行われてきた授業公開や、研究授

業等について、ICTを活用することで、時間

的な制約、参加人数の制約等を解消し、研修

機会を確保することも可能となるのではな

いかと考えます。 

丁寧に進めていく必要はありますが、この

ようなシステムを活用し、児童生徒に学びの

機会を保証するため、授業への活用も考えて

いきたいものです。 

当センターが実施している研修において

も、同時双方向によるオンライン研修を実施

するなど、取組を進めています。 

 

■３ 生成 AIの活用等、新しいテクノロジ

ーへの準備 

授業や校務での活用の有無にかかわらず、

生成 AIという技術はもはや誰もが身近に操

作できる環境にあります。このような新しい

技術や情報テクノロジーが社会に浸透した

情報駆動型社会で生活する教員や児童生徒

にとって、メディアとの関わり方を考えたり、

適切に情報を扱えたりする力はますます必

要不可欠なものとなっています。 

文部科学省の生成 AIの利用に関する暫定

的なガイドラインには、教員の AIリテラシ



 

－ 40 － 

ーの向上について研修を進めるものと明示

されています。また、授業で生成 AI を活用

しない場合においても、情報の真偽を確かめ

るファクトチェックについて指導を行うこ

とも、全ての学校において必要なこととされ

ています。 

また、テクノロジーを悪用したディープフ

ェイクや人権侵害等の課題に対応する力と

して、情報モラルを含む情報活用能力の育成

が考えられます。教員が常に知識をアップデ

ートし、情報の扱い方や関わり方について、

時宜に応じた内容について機会をとらえて

児童生徒に伝達したり、ともに考えたりする

ことも、児童生徒が身の回りの事象に興味関

心を持ちながら自身の力を磨いていくこと

につながるのではないでしょうか。 

 

本誌を通して述べてきた、教師と児童生

徒が互いにスキルを向上させていく、伴走し

ながら活用を委ねていく、児童生徒が自分の

ものとして積極的に活用していくという

ICT活用推進モデル（ 表３、図 18）は、ICT

導入の初期段階から、未知のテクノロジーへ

の対応まで幅広く応用が可能なモデルであ

ると考えています。 

 

表３ 香川県教育センターが提案する ICT 活用推

進モデル 

① 教師がICTの強みを知る 

② 教師がICTを活用した授業を行うこ

とで教師のスキルが上がる 

③ ICTを活用した授業によって児童生徒

のスキルが上がる 

④ 児童生徒のスキルが上がり、管理や使

用を委ねていけるようになる 

⑤ 自由に使えることで、ICTが文具とな

る 

⑥ ICTを活用した「わたしの学び」が実

現する 

 

一人一台タブレット端末があるからこそ

育まれる力を、人生を豊かにするものとして

生涯にわたって磨き上げ、自分や社会のため

に活用していってほしいと考えています。 

 

 

図 18 香川県教育センターが提案する ICT 活用推進モデル  
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教師が身に付けておきたいスキル 

 

 項目 説明 

☐ キーボード入力 ○よく使うショートカットも含めて、正しい指使いを

指導できる。 

・保存   CTRL＋S ・全選択  CTRL＋A 

・コピー  CTRL＋C ・切り取り CTRL＋X 

・ペースト CTRL＋V ・元に戻す CTRL＋Z 

☐ 大型教材提示装置の活用 ○単なる画像、動画などを提示するだけでなく、書画

カメラなどの提示も含め、画面の拡大表示機能や一

覧表示機能を活用できる。 

○デジタル教科書の活用 

☐ ログイン・ログアウト ○教師自身がログインやログアウトできるだけでは

なく、児童生徒に指導ができる。 

○場合によっては、児童生徒のパスワードをリセット

できることも必要。 

○共用端末使用時のログアウト指示ができる。 

☐ 再起動 ○ネットへの接続や端末の不調がみられたときに、再

起動の指示ができる。 

☐ コミュニケーション（ Web会議

の参加開催を含

め）がとれる 

○ グループチャット機能等で）クラスや授業等の単

位で、児童生徒へ連絡事項の周知や指示ができる。 

☐ アンケートシステムの使用 ○アンケートシステムを使用（ 作成、回答指示）でき

る。 

· 前時や本時の振り返り 小テスト） 

· 授業 保護者）アンケート 

☐ デジタルコン

テンツ 課題）

の配付・回収 

○作業させたいデジタルコンテンツを配付、回収でき

る。 

· 振り返り 感想）記入コンテンツを配付し、コメン

トをつけて返却できる。 

☐ 共同編集機能

の活用 

○共同編集機能を活用することができる。 

· 実験結果 データ）の集約 

· 発表用資料の共同作成 

· 付箋 カード、テキストボックス）機能を使って、

意見の整理 

  

活用参考資料 
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児童生徒が身に付けておきたいスキル 

 

 

項目 

習得に適した学年 

小 

(低) 

小 

(中) 

小 

(高) 
中学 高校 

基本的な端末操作 
 

☐ ログイン・ログアウト ◎ ◎ 〇   

☐ ダブルクリック・右クリック 該当するもの）  ◎ ◎ 〇  

☐ ピンチイン・ピンチアウト ◎ ◎ 〇   

☐ 再生・録音・撮影 ◎ ◎ 〇   

☐ 画面キャプチャ スクリーンショット）  〇 ◎ ◎  

☐ キーボードによるローマ字での文字入力(1分)  30字 50字 60字  

☐ コピー 切り取り）＆ペースト   〇 ◎ ◎ 

☐ Wi-Fiの接続   〇 ◎ ◎ 

☐ 再起動   〇 ◎ ◎ 

ファイル操作 
 

☐ 電子ファイルを開く、保存  〇 ◎ 〇  

☐ 電子ファイルの名前の変更   〇 ◎ 〇 

☐ 電子ファイルの削除、コピー   〇 ◎ 〇 

☐ 電子ファイルの検索    〇 ◎ 

 ネット）検索 
 

☐ キーワード検索 複数ワード含む）   ◎ ◎ 〇 

☐ キーワード除外検索   〇 ◎ ◎ 

☐ 画像検索やファイルタイプ指定検索   〇 ◎ ◎ 

学習支援アプリ システム）の操作 
 

☐ 課題の提出 〇 ◎ ◎ 〇  

オフィス系ファイルの操作 
 

☐ アンケート機能の活用   〇 ◎ ◎ 

☐ 文書作成ソフトの活用   〇 ◎ ◎ 

☐ 表計算ソフトの活用   〇 ◎ ◎ 

☐ プレゼンテーションソフトの活用   〇 ◎ ◎ 

 



 

 

香川県教育センター協力学校 

 令和５年度） 小豆島町立苗羽小学校  多度津町立多度津小学校 

   三豊市立山本小学校  観音寺市立高室小学校 

   直島町立直島中学校  善通寺市立東中学校 

   香川県立香川中部支援学校 

 令和４年度） 高松市立林小学校  三木町立田中小学校 

   善通寺市立筆岡小学校  観音寺市立高室小学校 

 

 

実践事例提供校（協力学校を除く） 

東かがわ市立大川中学校 

香川県立高瀬高等学校  香川県立観音寺総合高等学校 

 

 

参考文献（PDF 版報告書ではリンク有） 

· 文部科学省：平成 29・30・31年改訂学習指導要領 

· 文部科学省：（ リーフレット）GIGAスクール構想の実現へ 令和２年６月） 

· 文部科学省：学校における教育の情報化の実態等に関する調査結果 

· 文部科学省：児童生徒の情報活用能力の把握に関する調査研究 令和４年 12 月） 

· 文部科学省：初等中等教育段階における生成 AI の利用に関する暫定的なガイド

ライン 令和５年７月） 

· 香川県教育委員会：香川県教育基本計画 令和 3年 10月策定、令和 3～7年度） 

 

  

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm?classId=689dc45a-01d3-4a20-a82c-3dd4019c5a7b
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm?classId=689dc45a-01d3-4a20-a82c-3dd4019c5a7b
https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-000003278_1.pdf
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1287351.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00028.html
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/mext_00028.html
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230710-mxt_shuukyo02-000030823_003.pdf
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkyoui/kyoisomu/plan/kihon/policy.html
https://www.pref.kagawa.lg.jp/kenkyoui/kyoisomu/plan/kihon/policy.html
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Adobe Expressによる生成画像 https://new.express.adobe.com/） 
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